
＜指標＞

単位 H26 H27 H28 H29 R1

目標 400 440 470 550
実績 251 404 484 516 552

達成率 ％ - 101.0% 110.0% 109.8% 100.4%
目標 4800 5100 5400 7700
実績 4500 5050 5819 6444 8671

達成率 ％ - 105.2% 114.1% 119.3% 112.6%
目標 210 400 500 650
実績 200 432 464 601 724

達成率 ％ - 205.7% 116.0% 120.2% 111.4%
目標 1310 1320 1330 1350
実績 1300 1388 1334 1298 1265

達成率 ％ - 106.0% 101.1% 97.6% 95.1%
目標 78.00 78.30 78.60 79.12

実績 76.28 78.05 78.50 78.67 79.05

達成率 ％ - 100.1% 100.3% 100.1% 100.6%

目標
実績

達成率 ％
目標
実績

達成率 ％

＜市民意識調査結果＞

＜次年度以降の課題＞

コード Ⅰ-3-7 施策名

施策の
方針

H30

お達者長生きボランティア制度
登録者数

人
550

まちづく
り

の方針

施策の
目的

健康寿命の延伸（男性）

平均寿命の延伸とともに、健
康上の問題がなく日常生活
を普通に送れる健康寿命を
延ばします。

78.90

79.05

100.2%

高齢者教室の登録人数
（亀城大学生、白寿大学生）

亀城学園、亀城大学（各地
区高齢者大学）、白寿大学
の生徒の合計

1340
1237
92.3%

施策の
内容

557
101.3%

認知症サポーターの人数
人

7050

指標名 説明・算式・引用

7246
102.8%

新規
指標

介護予防サポーターの派遣回
数

地域の活動へ介護予防サ
ポーターを派遣した回数

回
650

人

歳

令和2年度以降
の課題

指標の分析

領域名 必要度 満足度

維持領域 2.38 1.72

お達者長生きボランティア制度登録者数や介護予防サポーターの派遣者数は、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、集会の自
粛などが行われたため、実績は伸びていません。高齢者教室の登録者は若干増加しており、依然多くの方の生きがいづくりや学習の
場になっていると思われます。これらの事業を通して、高齢者が社会参加し生きがいをもって自分らしく地域で暮らせる仕組みづくりが
進んでいます。
認知症サポーターの人数については、地域や団体、小中学校等で養成講座を開催した結果、目標を上回る養成が出来ました。これ
により認知症への正しい理解が広がり、認知症の方や家族を見守る地域での環境整備につながっています。

・令和元年度実施のアンケート結果では、「必要度」「満足
度」ともに高く、「維持領域」に位置しており、取り組みの維
持・継続が望まれています。

市民意識調査
結果

（R1調査）

昨年度より満足度が高まっているのは、高齢者が楽しく社
会参加できるお達者長生きボランティアの参加促進と、ボ
ランティアできる場の増加を働きかけたことや地域活動を
促進するため、介護予防サポーターの育成・派遣に力を
入れたことが要因と考えられます。

市民意識調査
結果分析

741
114.0%

課名 氏名 内線

高齢者支援課 田中　美智子 １１５０

高齢者の生きがいづくりへの支援

高齢者がいきいきと安心して生活する

・高齢者が住み慣れた地域で生きがいを持って、元気に安心して暮らせるまちづくりを進めます。
・高齢者がその人らしく、その人の持つ能力を生かして、楽しく社会参加できる環境整備の充実を図ります。

臼杵市 施策評価シート
（令和元年度）

評価
担当者

・高齢者がボランティア活動できる環境の整備や生きがいづくりにつながる仕組みを作ります。
・地域で行う高齢者サロンや健康教室の開催を促し支援します。
・認知症に対する正しい認識を広げ、認知症になっても安心して暮らせる社会づくりに取り組みます。

生活の土台を築き、笑顔あふれる市民が暮らすまち（健康福祉）

実績の推移

お達者長生きボランティア制度登録者数や介護予防サポーター派遣回数は安定した状況ですが、新規のボランティア登
録者及び介護予防サポーターを更に増やすため、地域や団体に呼びかけ元気高齢者が活躍できるよう促すことが必要で
す。また、高齢者の集いの場の活動を推進し、楽しく地域での交流や社会参加できる環境整備を行う必要があります。

1.00
1.15
1.30
1.45
1.60
1.75
1.90
2.05

1.80 1.95 2.10 2.25 2.40 2.55 2.70

維持領域

強化領域検討領域

見直し領域

満足度

必要度

＜施策を構成する主な事務事業一覧表＞

H30年度
実績

R1年度
実績

R2年度
見込み

1
高齢者
支援課

4,009 4,532 4,617 継続

2
高齢者
支援課

14,242 14,116 8,000 継続 ○

3
高齢者
支援課

361 - 240 継続 ○

4
高齢者
支援課

1,631 3,271 3,200 継続

5
高齢者
支援課

○ 963 997 2,616 重点継続

6
高齢者
支援課

○ 10,152 15,466 20,117 重点継続

7
高齢者
支援課

4,900 4,978 5,400 継続

8
高齢者
支援課

4,641 4,617 5,768 継続

9
高齢者
支援課

142,347 144,288 145,902 継続 ○

10
保険健
康課

44,806 45,126 47,099 継続

11
保険健
康課

○ 33,830 33,058 40,428 重点継続

261,882 270,449 283,387 

＜施策の今後の展開　～担当課長評価＞

＜施策の今後の展開　～内部評価（内部検討会）＞

<臼杵市行財政活性化推進委員会による外部評価：最終>

<臼杵市行財政活性化推進委員会を受けての市の取組>

課長評価

目標を達するため、
現状維持とする

進捗状況

概ね順
調

今後も引き続き、『臼杵市高齢者福祉計画及び第７期介護保険事業計画』の重点施策である「地域包括ケアシステムの深化・
推進」を推進します。高齢者が、ボランティアを行ったり、地域の集いの場で介護予防サポーターとして活動し生きがいづくりや
社会参加をすることで、高齢になっても、認知症になっても、住み慣れた地域で楽しく交流しながら心豊かに安心して生活できる
よう取組みを進めていきます。

進捗状況 内部評価

- -

課の
重点

※運営計
画記載

課長
評価

公
共
５
ヵ

年

養護老人ホーム「安生
寮」指定管理事業

がん検診事業 Ⅰ-1-3

養護老人ホーム「安生寮」の指定
管理による委託

各種がん検診の実施

はり・きゅう・あんま施
術料助成事業

配食サービス

はり・灸・あんまの施術料を助成す
ることにより、健康保持及び増進を
図る

調理を行う事が困難な高齢者に栄
養バランスのとれた食事を届ける
ことで栄養改善と安否確認を行う

外部評価

-

合計

評価のコメント

特定健診特定保健指
導事業

特定健診と特定保健指導の実施 Ⅰ-1-3

お達者長生きボラン
ティア制度

認知症予防・認知症対
策

高齢者が行うボランティア活動に
ポイントを付与し、ポイントを現金
や商品券に交換する制度

認知症予防を図るとともに、正しい
認知症啓発と認知症の早期発見・
早期診療等

元気アップ通所事業

在宅高齢者住宅改造
助成事業

他の
関連施策
コード

老人クラブ活動助成事
業

老人憩の家等施設改
修事業

事業費（単位：千円）

事業内容

市老人クラブ連合会及び地域老人
クラブへの活動助成

老人憩の家等を高齢者が利用し
やすい施設とするための改修工事

要介護認定を受けてない人や要
介護から自立した人が、閉じこもり
等により介護状態にならないよう
通所サービスを実施

高齢者が自宅で安心して生活でき
るよう、住宅の改造費用の一部を
助成

事務事業名

担当課
※実施
した課
を記入


